
 

  

令和２年度 第１９回県政参画電子アンケート 

「鳥取県環境教育等行動計画の改定」に関するアンケート結果概要 

 

１ 調査概要 

〇テーマ    「鳥取県環境教育等行動計画の改定」に関するアンケート 

〇実施期間  令和３年３月８日～３月１９日 

〇対象     県政参画電子アンケート会員   ７１５名 

〇回答数    ３９６名(回答率 ５５．４％) 

 

２ 目的・概要 

鳥取県では、持続可能な社会の実現に向けた環境教育等の方向性を明らかにし、様々な主

体が連携した全県的な取組をより一層推進していくことを目的として、平成２６年度に策定され

た「鳥取県環境教育等行動計画」（以下、「計画」という。）の改定を検討しており、この計画の改

定にあたりご意見をお伺いするため、アンケートを実施しました。 

 

【鳥取県環境教育等行動計画の改定ポイント】 



 
【問１】 計画の改定案の中では、環境教育等推進の柱として、４つの方向性を明確化し、これに基づいて

取組を整理しました。これらの４つの方向性の中で、あなたが最も重要だと思うことは何ですか。

（１つだけ選択） 

 

 

【問２】 「１ 持続可能な未来を担う次世代の育成」に係る取組の中で、あなたが最も重要だと思うことは

何ですか。（１つだけ選択） 

 

 

【問３】 「２ より良い地域づくりに向けたあらゆる主体の行動と参画」に係る取組の中で、あなたが最も重

要だと思うことは何ですか。（１つだけ選択） 
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５ わからない

４ 様々な主体が連携したパートナーシップの推進（行政

や関係機関、事業者や民間団体等、地域の様々な主体が連

携を深め、協力して取り組んでいくこと）

３ 地域の環境活動をリードする人材の育成・活用（問題

意識や学習意欲を引き出し、自発的な行動を促すなど、地

域の環境教育を担う人材の育成や活用を推進すること）

２ より良い地域づくりに向けたあらゆる主体の行動と参

画（個人や事業者等のそれぞれの主体が環境への意識を高

め、自ら行動していくこと）

１ 持続可能な未来を担う次世代の育成（子どもたちが多

様な学習や体験を通じて環境と社会との関わりを学び、主

体的に行動する力を身につけていくこと）

人数

51.4%

16.9%

11.4%

11.4%

8.8%
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６ わからない

５ 地域における環境への意識を高める多様な学びの推進

４ 星空環境を活用した教育の推進

３ 学校における多様な活動を通じた環境への意識を高める

学びの環境づくり

２ 学校教育における発達段階に応じた環境への意識を高め

る学びの推進

１ 幼少期からの環境意識の醸成

人数

22.0%

33.8%

24.5%

2.5%

11.9%

5.3%



 
【問４】 「３ 地域の環境活動をリードする人材の育成・活用」に係る取組の中で、あなたが最も重要だと

思うことは何ですか。（１つだけ選択） 

 
※１ 地球温暖化防止活動推進員（とっとりエコサポーターズ）とは 

  地球温暖化対策の推進に関する法律第３７条に基づいて知事が委嘱した、地域における地球温暖化の現状及び地

球温暖化対策に関する知識の普及並びに地球温暖化対策の推進を図るための活動の推進を行う人材。鳥取県で

は、地球温暖化防止活動推進員の愛称として、「とっとりエコサポーターズ」の名称を使用しています。 

 

※２ とっとり環境教育・学習アドバイザーとは 

  様々な環境問題に関して専門的な知識や経験を有する方を登録し、地域や学校等で実施される環境学習会の講師

等として紹介する制度。現在約１００名のアドバイザーが登録されており、体験型・実践型の学習をサポートし

ています。 
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５ わからない

４ 民間団体の環境教育等の取組支援

３ 事業者における環境教育等の取組の推進

２ 環境への意識を高める多様な学びや活動の機会・場の提

供

１ 環境への意識を高める主体的行動を促す普及啓発の推進

人数

23.0%

54.3%

8.3%

4.5%

9.8%
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４ わからない

３ 事業者等の環境教育等の取組を牽引するリーダーの育

成

２ とっとり環境教育・学習アドバイザー（※２）の活用

１ 地球温暖化防止活動推進員（とっとりエコサポーター

ズ）（※１）の育成

人数

26.8%

38.9%

19.7%

14.6%



 

【問５】 「４ 様々な主体が連携したパートナーシップの推進」に係る取組の中で、あなたが最も重要だと

思うことは何ですか。（１つだけ選択） 

 

 

【問６】 多くの人が環境に対する意識を高め、自らの生活の中で環境に配慮した行動を実践していくため

に、あなたが最も効果的だと思うことは何ですか。（１つだけ選択） 
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５ わからない

４ 環境教育等に関する国際連携による取組

３ 環境教育等への大学生等の若い世代の参画

２ 環境教育等に係る学術機関・研究機関の取組の充実と活

用

１ 環境教育等に係る行政、関係機関、事業者、民間団体等

の間の連携の推進

人数

50.0%

17.7%

16.7%

3.3%

12.4%
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５ その他

４ わからない

３ 企業等から様々な商品やサービス等が環境に配慮した形

で提供され、環境配慮の内容や効果等の情報が分かりやすく

提示されること

２ 行政が規制や優遇、補助制度等によって、環境に配慮し

た行動を誘導していくこと

１ 環境に配慮した行動の必要性や、どのような行動を行え

ばよいかという情報が行政や企業等からより多く発信される

こと

人数

40.2%

23.2%

28.5%

7.3%

0.8%



 

【問７】 あなたは、日常生活において環境に配慮した行動を実践していますか。（１つだけ選択） 

 

 

【問８】 問７で「１ 実践している」を選択された方へ伺います。あなたが実践している環境に配慮した行動

について教えてください。（複数選択可） 
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２ 実践していない

１ 実践している

人数

87.6%

12.4%
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１１ その他

１０ 環境に配慮して生産された商品や、環境活動を積極的に行って

いる企業の商品等を選ぶようにしている

９ リサイクルやゴミの分別を適切に行っている

８ ゴミを減らす工夫を行っている（買い物の際はエコバッグを持

参する、詰め替え製品や簡易包装の商品を選ぶ等）

７ 距離や目的に応じて自転車や公共交通機関を積極的に利用する

ようにしている

６ 車の買替え時には、電気自動車やハイブリッド車等の環境にや

さしい車を選んでいる

５ 車を運転する際は、エコドライブ（燃費を向上させる運転）を

心がけている

４ 再生可能エネルギーによる電気を使用・購入している（太陽

光、風力等で発電した電気を使用）

３ 断熱性能の高い住宅に住んでいる（リフォーム等により住宅の

断熱性能を高めている）

２ 家電や給湯設備の買替え時には省エネ性能の高い製品を選んで

いる

１ 家庭における節電や省エネを心がけている（家電の効率的な使

用等）

人数

18.7%

10.6%

5.9%

3.1%

12.4%

4.1％

4.5%

18.3%

18.4%

4.5%

1.0%



 

【問９】 問７で「２ 実践していない」を選択された方へ伺います。その理由を教えてください。（複数選択

可） 

 

 

【問１０】 あなたは、地域や職場等における環境保全活動や学習活動等に参加したことがありますか。（１

つだけ選択） 

 

 

【問１１】 問１０で「１ 参加したことがある」を選択された方へ伺います。あなたが参加したことがある地域

や職場等における環境保全活動や学習活動等を教えてください。（複数選択可） 
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５ その他

４ 環境に配慮した行動を行う必要性を感じないから

３ 環境に配慮することよりも、快適さや利便性等の価値を

重視しているから

２ 仕事や学業・家事等で多忙であり、時間や気持ちに余裕

がないから

１ 面倒だから

人数

29.2%

35.4%

20.0%

10.8%

4.6%
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２ 参加したことがない

１ 参加したことがある

人数

47.7%

52.3%



 
 

【問１２】 問１０で「２ 参加したことはない」を選択された方に伺います。その理由を教えてください（複数

選択可） 

 
 

【問１３】 日本は、２０５０年における脱炭素社会（二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの排出量か

ら、森林などによる吸収量を差し引いてゼロを達成すること）の実現を目指すとしており、本県の

「令和新時代とっとり環境イニシアティブプラン」においても長期的な目標として掲げています。持

続可能な未来に向けて脱炭素社会を目指す取組は、あなたの生活を豊かにすると思いますか。 
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５ その他

４ 学校、職場、自治会等において開催された研修会等

３ 専門家等から環境について学ぶことのできる学習会・講

演会等

２ 自然体験や環境に関する様々な体験学習を行うことので

きる施設等の利用

１ 清掃活動や植林活動等、環境保全に係るボランティア活

動

人数

54.2%

14.8%

13.1%

16.8%

1.0%
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５ その他

４ 環境に配慮した活動や環境学習等を行う必要性を感じな

いから

３ 環境に配慮することよりも、快適さや利便性等の価値を

重視しているから

２ 仕事や学業・家事等で多忙であり、時間や気持ちに余裕

がないから

１ 面倒だから

人数

14.5%

56.6%

4.4%

5.7%

18.9%



 

 

【問１４】 環境と調和した持続可能な社会の実現、環境教育の充実等について、ご意見があれば教えてく

ださい。（任意、２０００文字以内） 

 

○一人だけ頑張ってもどうしようもないし、限りがあります。行政や企業が積極的になってくれると効果が

大きいと思います。 

○能動的に学ぶ手法が必要。学校で学んでも、家庭で理解や実践が難しい傾向と感じる。若者だけでな

く、大人も学ぶ必要がある。 

○親子で一緒に取り組める体験型学習会などを通じ、生活の中で家族が実践できるようにサポートして

いく仕組みがあると良い。 

など 

34

11

30

89

111

121

0 20 40 60 80 100 120 140

６ わからない

５ そう思わない

４ あまりそう思わない

３ どちらともいえない

２ ややそう思う

１ そう思う

人数

30.6%

28.0%

22.5%

7.6%

2.8%

8.6%


